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塾長メッセージ 2015年 2月 28日(土)

明日から３月。県立高校入試、数学検定の最後の追い込みを

開倫塾

塾長 林 明夫

１．はじめに

明日から 3月です。県立高校入試、数学検定の最後の追い込みをお願いいたします。

２．自分で言うのも何ですが、開倫塾の入試予想問題は実際の入試に本当によく出題されます。

３．計算や問題を見た瞬間に条件反射で正解が出るまで「計算・問題練習」をするに値します。

４．「県立高校入試過去問」だけでなく、「開倫塾県立高校入試予想問題」も、入試直前にもう一回

やり直した上で、「音読練習」「書き取り練習」「計算・問題練習」（開倫塾では「・」を「ポチ」

と読みます）をぜひ行ってください。

５．「理科」「社会」「国語」にも役に立ちますが、「音読練習」と「書き取り練習」が最も効果的な

のは「英語」です。なぜなら、高校入試の英語の問題に用いられる単語や語句は、約 2000 ぐらい
と極めて限定されているからです。

６．入試の「過去問」と開倫塾の「予想問題」をもう一度やり直して内容を「理解」した上で、「問

題の本文」「設問」「選択肢」「解答・解説文」のスミからスミまでがスラスラとよく読めるように

なるまで、また、正確に書けるようになるまで「音読練習」と「書き取り練習」を徹底的にやり抜

き、頭に叩き込む。

７．これを入試当日までやり続けると、現在の学力に関係なく、誰でも数日間で英語の学力が飛躍的

に、また、奇跡的に上昇します。

８．この究極の英語学習法をまだ行っていない塾生は、今からでも遅くありませんから、是非行って

ください。

９．「県立高校入試数学」と「数学検定」の最も効果的な学習方法は、次の 3つです。

10．まずは、「過去問」と「予想問題」を自分の力でノートに解き、答え合わせをする。

11．そのあとは、解けなかった問題も含め、なぜそのような解答になるのか、そうかそうなのかと解
答に至るプロセス（経過）・筋道・解き方を、「解答・解説」をよく読み、また、ノートに赤ボー

ルペンなどで書き込み、十分に「理解」する。
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12．十分に「理解」できたら、自分の力でもう一度ノートに解いてみる。「解答・解説」を読んでも
よくわからない、解けない問題は、遠慮なく先生に質問してください。

13．そして、総仕上げとして、問題を見た瞬間に「条件反射」でパッ、パッ、パッと正解が出るまで
「計算・問題練習」を繰り返すことです。

14．「条件反射」で正解が出る問題が多ければ多いほど、今までに見たことのない「新作問題」や「深
く考えさせられる問題」を解く時間が増えます。「ゆとり」が生まれますので、高い得点が期待で

きます。

15．「県立高校入試」と「数学検定」までは、まだ数日間あります。

16．時間は限られていますが、やれることはすべてやる。私が強くお勧めするのは、「過去問」と「予
想問題」の今お伝えした順序での徹底活用です。

17．この試験の勉強方法は、県立高校入試や 3 大検定、3 月 7 日(土)の数学検定に絶大な効果を発揮
すると同時に、これから塾生の皆さんが受験するありとあらゆる試験に「応用」できます。

18．開倫塾の教育目標の一つは「自己学習能力の育成」です。開倫塾に在籍している間に、この試験
勉強の仕方を是非身に着けてください。

19．おわりに
（１）私の好きな言葉をお伝えします。

①「自分の未来は自分で切り開く」

②「自分の行動には自分で責任を持つ（自己責任）」

③「自分の身は自分で助ける（自助努力）」

④「あきらめたらおしまい（NEVER GIVE UP）」

（２）「定義（言葉の意味）」を大切に

①開倫塾では「自分の進学したい学校」を「一流校」と定義しています。

②また、「主体的に学ぶ力」を「学力」と定義しています。

（３）まとめて言うと・・・・・「主体的に学ぶ力（学力）」を身に着けて、「自分の進学したい学校

（一流校）合格」を果たす。

時間はまだまだあります。

是非、今日からでも実行をお勧めします。

以上


